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請願第１３号 

 市立鶴舞幼稚園の民営化計画に関する請願書（厚生消防委員会付託） 

 

                                平成２７年７月１日受理 

 

請 願 者  ●●●●●●●●●●●●●●●●● 

玉 井 典 子 

紹介議員  階 戸 幸 一 

 

要旨 

奈良市に対して、市立鶴舞幼稚園の民営化計画を撤回し、周辺の住環境整備状況を考慮して公

立こども園として適切に運営することを求める。 

 

理由 

奈良市立鶴舞幼稚園は奈良市西部に位置し、昭和４０年代、大阪へのベッドタウンとして開発

された地域に設置されています。人口の急激な増加に伴い、昭和４０年（１９６５年）奈良市立

鶴舞小学校が開校しました。この小学校地内に併設された幼稚園も開園時２０３名の園児でスタ

ートし、昭和４６年には園児数が５５０名まで増加しました。全国的に見て人口減少・少子化な

どによる園児の減少が進む中で、小学校と併設幼稚園という位置づけにより就学前の教育や保育、

子育てをつながりのあるものとした保護者や地域住民との強い信頼関係を築いています。そうし

た中でＵＲにより鶴舞団地の老朽化から建てかえが発表され、平成１５年（２００３年）には新

たな入居者募集を停止しました。鶴舞団地からの新たに入園児がなく、急激な園児不足が進みま

した。鶴舞団地取り壊し後、マンション建設や戸建て住宅の造成も進み、近い将来には人口の増

加は必ず見込まれ、園児の増加も予想されます。 

一方、昨年、奈良市より「休園及び閉園の基準に関する要綱」が発表され、このことについて

１２月１８日に行われた鶴舞幼稚園に関する説明会では、唐突に「民営化」が提示されました。

保護者にとって余りに突然のことで後日質問状にて回答を求めました。 

行政側の回答には「鶴舞幼稚園舎を活用した私立こども園設置案は、園の保護者や地域住民の

皆様の御理解がなければ実施することはできない」と明記されたにもかかわらず、民営化計画が

進められています。是非においても、到底保護者や地域住民の信頼や理解を得られるものではあ

りません。 

よって、性急に民営化の計画を推し進めるのではなく、公立こども園として周辺の住環境整備

状況を考慮した適切な運営を望み、私立こども園の計画を撤回することを求めます。 

 

上記のとおり請願します。 


